
The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

東梅作物研 究　第134号 （2003）

［講演要 旨］

ケナ フ の 生育 に 対する施肥 レ ベ ル と灌水の 影響

　　　一 ダイ ズ ・ トウモ ロ コ シ と比較 して
一

　　　　　　　 藤 井道彦 ・
日野裕子

・
石 原清治

　　　　　　　　　　（静岡大学教育学部）

　 ケ ナ フ （ffibiscus　eannabin 　us 　L ．）は，二 酸 化 炭素 吸 収

能力が 高く，ま た 森林伐採を抑制す る効果が あ る こ とか ら

も地球 温 暖化抑制効果が あ る とい わ れ て い る が ，施 肥 量 や

灌 水 に 対 す る 反 応 や 生 理 機能に つ い て は 十 分 明 ら か に さ

れ て い な い ．本研 究で は ，ケ ナ フ の 二 酸 化 炭素 吸 収 能 力 （光

合成能力） をダ イ ズ （品種エ ン レ イ）
・トウモ ロ コ シ （ポ

ッ プ コ ーン ）と比 較 し，また 施 肥 量 や 灌水 が生 育 に 及 ぼす

景彡響 を調 べ た．ま た，ケナ フ の 乾 物 生 産 能 力 の 高 さが，純

同 化率 と葉面積 の い ず れ の 違い に よ るの か 検討を行 っ た．

　 処 理 区 と して
， ケナ フ で は灌 水堆 肥 区 ・

灌水 少 肥 区 ・
灌

水 多 肥 区 ・無灌 水 少 肥 区 を，ダイ ズ と トウモ ロ コ シ で は 灌

水堆 肥 区 と灌 水 少 肥 区 を設 け た．施 肥 は 多 肥 区N12kg ！10a，

少肥区N3kg ！lOa とした．灌水区 で は 約 1週 ごと に灌水 した．
2002 年5月 16 目 に 育苗ポ ッ トに 播種 し，6月6 日 に 畑 に 移 植

し た．約1週間 ご とに 生育調査を行っ た．6月 6日，8月8日，
収 穫時 の 10月 30 日に サ ン プ リン グ し，葉 ・茎 ・枯葉 の 部

位 別 乾物重 と葉面 積 を測 定 し た．サ ン プ リン グ間の 地上 部

乾物 増 加 量，平 均 葉 面 積，日数 か ら，単位葉面 積 当た りの

乾 物 増 加 速 度 （純 同化 率 ：NAR ） を求 め た．

　 ケナ フ の 収 穫 時 乾 物 重 は，ダ イ ズ や トウモ ロ コ シ に 比 べ

著しく大 き く，個体当た り高い 二 酸化炭素吸収 能力を示 し

た．し か し ， 単 位葉面 積 当 た りの 純 同 化率 で は，C3植 物 の

ケナ フ は ，C4植 物 の トウモ ロ コ シ の 多 肥 区 よ り も低 か っ た

乾 物 生 産 と純 同化 率 との 相 関 は み られ ず，一方，乾物 生産

と葉面 積との 間に は，作物間 で もケ ナ フ の 処 理 区 間 で も高

い 相関が 認 め られ た ．し た が っ て ，ケ ナ フ の 個体当た り高

い 二 酸化炭素吸収能力は ，大きな葉 面 積を有す るた め と考

えられ る．

　 ケ ナ フ の 収穫時乾物重 は，無灌水少 肥 区 で は 灌水多肥 区

の 約 半 分 で あ っ た．灌 水 少 肥 区 と無 灌 水 多肥 区 で は い ず れ

も灌 水 多肥 区 の 約 314で ，施 肥 量 と 灌水 は 乾物 生 産 に ほ ぼ

同 じ影 響を 与 え た．ケ ナ フ は 他の 作物 よ りも著 し く高 い 乾

物 生 産 を示 し，温 室 効 果 ガ ス で あ る 二 酸 化 炭 素 の 高 い 吸 収

能 力 が確 認 され た が，これ は 単位葉面積 当た り光合成能力

の 高 さの た め で は な く，大 きな 葉面 積 を 有す るた めで あ る

こ とが 明 らか と な っ た．ま た 少 肥 で も灌 水 に よ り高 い 生長

を 示 し，土壌 へ の 負荷 の 少 な い 栽 培 が 可能 と考 え られ る．

　　　　　　　　　　　　　　匚発 表 ： 第 134回講演会 ］

［講演要 旨］

水稲 「なつ しず か」 の 特性 と栽培法

木田揚
一 ・宮田祐二 ・

山本寛人
・
小 池清裕 1

（静 岡県 農業試 験 場 ，1静岡県 中遠農林事務所 ）

　静 岡 農 試 で は，温 暖 な 気 象条件を生か し，早 期 に収穫 で

き る極早 生 水稲 の 育種 を 長年進 め て きた．その 結果，平成

13 年 度 に 良 質 ・良 食 味 の 「な つ し ず か 」 が 育成 され ，本

県 の 準 奨励 品種 に採 用 され た の で ，そ の 特 性 と栽 培法 に つ

い て 報告する，

】 ．　 「なつ しずか 」 は，昭 和63年 に 「関 東 136号 」 と 「コ

　 シ ヒ カ リ」 の Flを 母 に，　 「ナ ツ ヒ カ リ」 を 父 と して 人

　工 交配を行 い 育成 され た粳種 で あ る．
2 ． 「ひ とめ ぼれ 1 に 比 べ て，成熟期 が7日早 く，ほ ぼ 「あ

　き た こ ま ち」 と同 熟 期で ， 「ひ と め ぼ れ 1 「あ きた こ ま

　ち」 と比 べ て 稈 長 が短 く，穂数が や や 多い 偏穂 数型に 属

　す る．

3 ，玄 米千粒重は 「ひ とめ ぼれ 」 よ りや や 軽 い が 粒 大 は ほ

　ぼ 中粒 に属 す る．玄米 外 観 品質は 基 白等 の 未熟粒の 発生

　が 少 な く，「ひ とめ ぼ れ ］ 「あ き た こ ま ち」よ り優れ る．
4 ．耐倒伏 性 は 「や や 強 」 で ，粒 着密度 は 「ひ とめ ぼれ」

　と 同程 度の 「や や 疎 」 で あ る．

5 ．い もち病 真 性 抵 抗 性 遺 伝子 は Pi −z を もっ と推定され，
　白葉枯病 に は 「や や 弱 i ，縞 葉 枯病 に は 罹 病 性 で あ る ，

6　穂 発 芽性 は 「中 」 ，耐 冷性 は 「中 」 で あ る．
7　食味 は 「ひ とめ ぼれ 」 「あ きた こ ま ち1 並 に 良好で あ

　 る．

8　栽植密度 と 穂 肥 時期 を検討 した 結 果 ，収 量 は 22，2株 〆

　  以 上 で 安定 し，玄 米外 観 品 質 は で は 差 が な く，食 味 と

　関連す る 玄 米 中 の タ ン パ ク 質 含 量 は 出 穂 前 18 日 の 遅 い

穂肥で 高まっ た ．こ の こ とか ら，栽植密度 は22．2株1 

　以 上 と し，穂肥 は 出穂前25 日頃まで に施 肥 す る の が 良

　い と考え られ た．
9　収 穫適期を 検討 した 結果，収穫始期 は 屑米重歩合の 低

　下，玄 米 千 粒 重 の 増加 か ら判断 し て 出穂後 の 積算気温 で

830 ℃ 前 後 で ，収 穫 終 期 は 玄 米外 観 品 質の 低 下，胴 割米

の 増 加 か ら判 断 し て 出 穂 後 950 ℃ 前 後 で あ り，収 穫 始 期

か ら終期まで の 出穂後 日数は 30〜33 日 頃 で あ っ た．ま

　た，後 期チ ッ ソ 栄 養 の 違 い が 収 穫 時 期 に 及 ぼす 影響 を調

べ るた め に，穂 肥 量 （回 数 ） を 変 え て 検討 した 結果，後

期チ ッ ソ 栄 養 が 劣 る条 件 下 にお い て は，通 常 よ り も登熟

が 3日程 度早 ま る こ とが 推察 され た．

　　　　　　　　　　　　　　　［発 表 二 134回 講演会］
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